
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)米国商務省より作成。 

米国経済の消費者物価は依然として上昇圧力を高めている。商品、サービスともに高い上

昇となつており、加えてエネルギー価格の上昇から消費者物価全体では 40 年 5 か月振り

の上昇を記録している。コアインフレは徐々に上昇幅を低下させているものの、全体のイ

ンフレ圧力の高まりから FRB は従来の 0.5%ポイントの引き上げからさらに引き締めスピ

ードを高め 0.75%ポイントの金利引き上げを行っている。こうした動向が、米国経済の先

行きや為替市場に与えるさらなる影響に留意する必要がある。 
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朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


